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◆ 岸 裕司（きし  ゆうじ）

プロフィール    

2009 年 2 月現在  

    

                

1952 年東京生まれ。中央大学

法 学 部 通 信 教 育 課 程 中 退 。

1980 年東京湾の埋め立て地・千

葉県習志野市秋津にまち誕生と

同時に家族と転居。1986 年から

市立秋津小学校ＰＴＡ会長を含

む役員経験７年。以後学校区の

生涯学習の充実に努め現在に

至る。在日朝鮮人(韓国籍)の妻

との間に一女二男。長女・長男

は独立結婚、孫二人。 

【 現在 】 広告デザイン会社

の（株）パンゲア代表取締役／

秋津コミュニティ顧問／学校

と地域の融合教育研究会副会

長／こども環境学会理事（平成

19 年度～）／財団法人社会教育

協会理事（平成 17 年度～）／千

葉県生涯学習審議会委員（平成

15 年度～）／千葉県社会教育委

員会議委員（平成 20 年度～）／

埼玉大学教育学部非常勤講師

（平成 20 年度～）／文部科学省

「総合的な放課後対策推進の

ための調査研究会議」委員（平

成 20 年度）ほか 

演題  

「小学校を拠点に 

楽しく元気な生涯学習のまち育て」 

講師 

千葉県習志野市 秋津コミュニティ 

顧問 岸 裕 司 氏 

 

2009 年 4 月 30 日 サザンクス筑後小ホール 
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こんにちは。今ご紹介いただきました岸

裕司と申します。今日羽田空港をちょうど

午後２時の便で来まして、みなさまにお会

いできて大変うれしく思っています。僕の

前に市政功労賞、福祉功労賞を受賞された

みなさん大変おめでとうございます。その

後に僕が講演させていただくということで、

聞きましたら今回で（まちづくり講演会は）

７回目くらいだそうで、特にこういうテー

マ（小学校を拠点した生涯学習のまち育て）

は初めてだということで、大変うれしく思

っています。 
最初に、僕の個人的なことをお話させて

いただきますと、現在５６歳なんですね。

(会場から)「え～」という…いいんです、ど

こでもそうですから。だいたい頭は薄いし、

２０年くらい生やしている髭も。だいたい

地域の方に、かれこれ十数年前、僕が４０

歳代の半ば頃にこう言われました。「岸さん

は定年後何年くらいなの？」って。だから

６０定年ですから、もう４５くらいのとき

から６０過ぎに見られていた。子どもが幸

いにも３人生まれることができて。生んだ

のは僕じゃなくて、ワイフなんですが、３

人とも成人しています。上の２人は結婚し

て、家を出て、長男には子どもが２人。今

３人目がおなかにいるという大変めでたい。

だから、僕はおじいさんなんです。長女（孫）

が今年小学校に入ったんですが、なんとこ

の３月１日に長男家族、長男と嫁さんと子

ども２人、おなかにもう１人、その家族が

東京にいたんですけど、娘（孫）が秋津小

学校に入りたいから秋津に戻りたいと言っ

てですね、U ターンしてきたんです。その

娘が、この４月に秋津小学校に入りました。

その娘（孫）が、７年前に生まれた時に、

この子は、話をするようになったら、僕の

こと何て呼ぶんだろうと思ったんですね。

多分、「じーさん」と呼ぶんだろうなと、何

か抵抗があって、そうだ“裕くん”と呼ん

でもらおうと、ですからそれ以来、僕のこ

と岸裕司で“裕くん”なんですが、「裕くん」

と呼んでくれています。先日入学式があっ

て、ちょっと僕も顔を出したんですが、「あ、

裕くんだ！裕くんだ！」って入学式の会場

で言われて、大変うれしかったです。 
何を言いたいかというと、“やっぱり U

ターンしたい”または“あの街は安全で安

心だから子育てするには、あそこに引っ越

したい”I ターンですね、そういうまちに私

たちはしていかないと。紹介にもありまし

たけれど、東京湾の埋め立て地に、何にも

ないところに２９年前にできた、新しい街

なんですね。ですから、これから先１００

年、２００年、こちらの筑後のように、場

合によっては、何千年続くかもしれない出

発を我々がしたわけですから、続くために

は子どもたちがいなければならない。そう

いう場所として、どうも小学校、習志野市

立秋津小学校というのが、まちの誕生と一

緒にできたんですけれども、小学校を拠点

としていいんじゃないんだろうか、そんな

ことを考えながら、PTA の役員もやり、そ

の後は生涯学習という言葉が最近言われて

ますけれども、生涯学習の推進団体それが

秋津コミュニティという名称ですけれども、

そういう団体をつくって、今日まで僕自身

でいうとかれこれ２２年関わり続けていま

す。 
ですから、子ども３人は、とっくに卒業

したんですが、私自身は卒業しない、“小学

校を卒業しない地域の変なおじちゃん”と
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してさまざまな活動をしています。幸いこ

ちらの筑後市も、小学校区を単位として、

まちづくりを積極的に進めていきたいとい

うことでご指名いただきましたので、私自

身大変心強く思っています。今日の僕の話

で元気が出て、「よし、明日からやってみよ

う」と思ってくれる方が１人でも多く出て

いただけると大変うれしく思います。 
 話す内容は、事務局でつくっていただい

た資料に書いていただいています。間に僕

の本のチラシとかがありますが、演題は先

ほど、司会者の方が言っていただいた「小

学校を拠点に楽しく元気な生涯学習のまち

育て」その右側に～秋津小学校区の実践 

どこでもできる小学校、地域が持つ３つの

機能を活かした生涯学習の推進～というこ

とで、裏まで講演の骨子を書いております

ので、時々見ていただければというふうに

思います。 
最初にどんな活動をしているのか DVD

で見ていただこうと思ったんですけど、さ

っき袖の方からみなさんのお顔をちょっと

拝見したら、僕の予想よりも、平均年齢が

高そうだ。だから悪いっていうんじゃない

ですよ。高そうだと思ったので、DVD は後

にまわして、先に画像で、ちょっとお話を

進めていきたいというふうに考えました。 
 それじゃあ、さっそくですが、秋津小学

校の校庭には、いろんな果樹を歴代ずっと

植えています。今の時期だとりんごの花が

咲いて、何と、受粉する人は青森出身のイ

チノセナオサクさんというおじさんがやり

ます。普通はミツバチがやるようなんです

が、うちでは人間が受粉する、でも、だい

たい大きくなると落っこちちゃうんですね。

青果にまではなりません。だからどうだっ

ていうことではありません。 
 小学校というのは、どういうエリアかと

いうことを私が活動しながら感じてきた、

主にメリットの部分ですね、小学校区、秋

津小学校区というのは人口７，５００人く

らいで、現在児童数が３５０人です。そう

いう児童、つまり車に乗れない子どもやお

年寄り、または障害をもっている人が、ほ

とんどの時間を過ごす地域なんですね。別

な言い方をすると歩いて暮らさなければな

らないところ。そういう方々というのは、

一般的には社会的なマイノリティ、少数派

にとっての生活エリアだと。だからこそ、

小学校区というのはそういう方々にとって

住みやすいエリアでなければならないんじ

ゃないか。逆に言えば、車に乗ってスタス

タ何百キロも行けるような、特に成人男性

が豊かに暮らせるというのは大切なんです

けども、何よりも、車に乗れない地域社会

に暮らす人たちにとって大切なエリアが小

学校区ではないか。場合によっては、中学

校区、一小学校、一中学校区という村なん

かもありますから、そういうところは中学

校区がそうなんですけれども、我々のとこ

ろは小学校卒業すると中学校に行くんです。

けれども、３つの小学校からくるんですね、

そうすると中学校区というのは非常に広い

エリアなので、小学生くらいだと、広すぎ

る。そんな単位の地域かなと。 
２番目にはほとんどの大人、中には卒業

証書だけで字は書けない方も実際にはいら

っしゃるんですね。でも、ほとんどの人が

卒業しているという意味で、心のふる里の

ような存在ではないか。そういう価値を持

った、眼には見えない価値を持ったエリア

じゃないか。 
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３番目に小学校の行事や事業、行事には

いろいろあります。例えば、運動会だとか、

または子どもたちの校外学習とかですね、

さまざまな行事があるわけですけれども、

それから日常的な授業、算数、国語、理科、

社会、生活科、総合的な学習の時間とか、

またはクラブ活動なんかもあります。文化

的なクラブ、スポーツ的なクラブなどを含

むそういう授業には子どもが小さいことも

あり、条件さえ整えば、誰でもが参加しや

すいんじゃないだろうか。誰でもです。保

護者はもちろん、地域のおじいちゃんやお

ばあちゃんを含めてですね。そういうとこ

ろが、どうも小学校または小学校区ではな

いかというふうに思います。 
 
秋津では何をやってきたかということを

大きく３つに整理して申し上げたいんです

が、どこにでもある小学校、日本全国には

２２，０００の小学校があるんですね。そ

のほとんどが公立小学校です。私立が約２

００校くらい、国立付属が約７０校くらい

ありますが、パーセントにするとほとんど

意味をなさないくらい少ないんです。です

から、市町村立の小学校が圧倒的ですから、

その小学校がよくならないとだめなんだと

いう意味で、小学校と地域が持っている３

つの機能と私は言いますが、活かして生涯

学習の推進を秋津ではしています。 
その３つの機能の第１番目が、授業や行

事を住民と協働するということなんですね。

年間で延べ地域の人が２０，０００人参加

しています。人口が７，５００人くらいで

すから、一人当たり約３回弱参加している

学校です。秋津小学校では、そういう地域

の方と一緒に授業する領域を『人間大好き

ふれあい活動』というふうに呼んでいます。

毎年５０～１００時間くらいを学年に応じ

て配当して、学校の授業として取り組んで

います。こういう事業方法が去年から始ま

ったんですが、文部科学省が推進している

『学校支援地域本部事業』というのがあり

ますけれど、ほとんどそういうようなこと

である。写真の右側はまだ新しいまちであ

りながら、「秋津馬鹿面踊り」というのがあ

りまして、これを毎年３年生に、地域の人

が教えて、地域最大の祭りが秋にあるんで

すが、こちらが小学校でこちらが住宅地、

真ん中の道路を歩行者天国にして、子ども

たちが「ソーラン節」を踊ったり、休日な

んですけど授業日になっています。代替え

休暇は別に設けますが、そこでこの馬鹿面

を発表する。ですから子どもさんがいらっ

しゃらない人たちも、「あ、○○くんが踊っ

ている」とか、地域ぐるみ子どもをみてい

くような体制がだんだんできてきています。 
どんな日常的な授業の参加があるかとい

うと、例えば、１年生には“生活科”とい

う教科があるので、そこでは地域の方々が

昔遊びを教えている。２年生だと“なかよ

し給食”、最近は食育がすすめられています

が、子どもと一緒に給食を食べる。これも

授業なんです。４年生国語には“落語”と

いうのがあるんですね。国語の中に落語と

いう単元があるので、地域の方、この方は

スポーツリーダーサッカーのスポーツリー

ダーで、現在は秋津地域の総合型スポーツ

クラブのリーダーなんです。これみると、

“じゅげむ”。「これどうだった？」って先

生と子どもに聞いたら、「大変評判が悪かっ

た」って言っていました。何で悪いかとい

うと、“じゅげむ”ってものすごく長いんで
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すね。だいたい子どもが集中できるのは２

０分。それなのにシマムラさんといいます

が、一生懸命覚えたものだから全部披露し

たくて授業時数全部“じゅげむ”やっちゃ

ったっていうんですね。こういうことだと

長続きしないので先生と相談して最近は短

い落語をやるようになっているようです。

６年生ですと“総合学習”で、こっちが子

どもこっちが地域の方々で、茶道を教える。

子どもに聞くと「何がいい？」ってきいた

ら、「和菓子をもらえる」ということがどう

もいいらしいです。そういう話はおばちゃ

んには言わないんですね。内緒にしておく。 
こんなふうにとにかく先生がこういう授

業を充実したい。一人ではできない。また

知識をもっていない。または、技術をもっ

ていない。ということを地域の人とすり合

わせることによって先生が授業に取り入れ

るわけです。われわれ地域が先生に「やっ

てくれ」っていうんじゃなくって。先生自

身が課題としている教育技術をもっともっ

と膨らませていきたい。充実させていきた

い。それをつなぐのが我々PTA だったんで

す。最初はですね。現在は我々のようなコ

ーディネーターがたくさん生まれています

ので、先生側からも発信するし、地域の我々

からも発信していく。 
２番目の機能として、学校というところ

には、学校施設があります。だいたい日本

全国どこでも体育館と校庭は地域開放され

ているんですが、校舎内施設というのはま

だまだ開放されていないんですね。私たち

は、先ほどの授業の協働によって先生たち

がこういうふうに考えるようになったんで

す。「学校の授業が充実するがゆえに、学校

開放というあり方があるんだ。つまり、授

業を開放するというあり方があるんだ。だ

ったら、施設も開放していいんじゃない」

という先生が増えてきた。そこで子どもの

数が減ってきたことによって余裕教室が生

まれてきたものですから、1 回の余裕教室

４つ、それから子どもの数が減るというこ

とは、学級花壇も余裕が出来てくるんです

ね。ですから、現在３００㎡の学級花壇そ

れと学校の備品である陶芸窯この３つを秋

津小学校コミュニティルームという名称で、

現在から１４年前１９９５年に開設しても

らって、私たち秋津コミュニティの５１人

役員がいますが、その中にコミュニティー

ルーム運営委員会というのを教育委員会と

一緒に話し合いながら、作って、そのうち

１５人が鍵をもって年間３６５日生涯学習

施設として地域住民の管理によって運営し

ています。ですから、これも同じく文部科

学省が推進してきた『放課後子ども教室』

という事業があるんですが、これも秋津コ

ミュニティが自主運営して行っています。

例えば、民謡サークル“どんつく”という

方々のサークルが秋津コミュニティにある

んですけれども、その“どんつく”の方々

が大人だけの練習をするんではなく、月に

２回ほど子どもたちに民謡を教える。これ

も放課後やっています。放課後ですから先

生が出る必要はありません。場所だけ借り

て、地域が運営して、大人と子どもが触れ

合っているということです。休日でないと、

どうしても男性、お父さんたちは学校に参

加できないので、お父さんたちの発案で、

休日にうどん作り教室などもやっています。

どうもこれは子どもの居場所だけではなく

って、実は男性の居場所にもなっているん

だというふうに感じています。こういう費
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用はほとんど無料です。または若干経費が

かかる場合は、子ども一人あたり１００円

という自己負担をしていただく場合もあり

ます。 
今申し上げた、学びということと施設と

いうものを開放していくと、最近秋津モデ

ルと言われているんですが、私は「スクー

ルコミュニティ」とよんでいるんですね。

どういう状態かというと案外知られていな

いんですが、２００２年から完全学校週５

日制になりました。これを模式化した図で

すが、横軸が年間３６５日です。縦軸が１

日２４時間です。そうすると子どもが学校

にいくのはだいたい８時から４時まで。８

時間とします。年間どれくらいの日数行っ

ているかというと、実は２００日間しか行

っていないんですね。残りの１６５日は学

校というのは休校日なんです。ただし教員

は２００日プラス２３日の出勤があります

ので、教員全体は８時間労働×２２３日で

約１８００時間。ちょっと細かいんですが、

細かいのは私ビジネスマンなものですから、

ビジネスというのはマーケティングという

市場調査というのをよくやるんです。そう

いう手法というのが実は地域活動にも重要

なんだということで、ちょっと図を使わせ

てもらいます。そうするとですね朝から晩

まで遅刻しない年間２００日間学校にまる

まる行っていても実は一年のうちたったの

１８％しか子どもは学校に行っていないん

です。ということは残りの８２％は家庭や

地域にいるということになるんです。２０

０２年度からです。だから「家庭が大切、

地域が大切」って言われるようになってき

た背景にはこういう時間的な単純な比率の

違いがあります。施設の問題にかかわると、

学校の授業の終わった後放課後、これは授

業に使わないので地域に開放すれば、生涯

学習推進ができる。この休日の１６５日ま

るまる地域に開放すれば、生涯学習が推進

できる。つまり、最近税金が減ってきてい

ますから、新しい建物を建てようと思って

も予算がつきません。でもどこにでもある

小学校施設を、地域運営型で解放すれば、

自らがパソコンを学びたいとかパソコン室

ありますから、自らが音楽の練習をしたい

音楽室あります。自らがものづくりしたい

工作室があります。そんなふうにお金をか

けないでできるんですね。それを実践した

のが秋津です。この休日もさっき申しあげ

たように利用者住民が鍵を持ってますので、

その人のところに借りに行って使い終わっ

たら掃除をしてその人に鍵を返す。だから

行政の管理人というのはいっさいいません

ので、行政も人件費がかからない。そうい

うあり方なんです。 
特にお父さんたちの出番というのは、特

に休日ですね。特に、私が推進してきたの

は、飼育小屋作りであるとか、一教室を改

造した低学年用の図書室。「ゴロゴロ図書

室」という名を付けましたが、このような

施設開放をお父さんたちが主に休日にやっ

ています。始めてみて気づいたんですけど

も、一般的にお父さん世代の人たちに「学

校に来て下さい」って言っても来ません。

何で来ないかっていうのは、お父さんって

結構気位が高くて、学校に行ったときに自

分がどういう居住まいでいるのかっていう

イメージがつかめないんですね。または、

学校や地域のこと子どものことは、女房の

仕事と決めつけているお父さんも結構いた

りします。だけども、例えば一級建築士の
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お父さんもいれば、秋津にはいませんけれ

ども、例えば大工さんっていう職業の方も

いらっしゃるかもしれない。つまり、もの

づくりに関係する人がいるかもしれない。

そういう方には、「飼育小屋を造ります。だ

からお手伝いしてください。」ってはっきり

言うと結構わかりやすいので、出て来やす

いんですね。だから、具体的な作業内容を

きちんとお知らせすると出やすいというこ

とがあります。そういうお父さんたちが出

てくるようになってから考えたんですが、

何で今生涯学習っていうことが言われるよ

うになってきたか、つまり生涯ですから、

昨日生まれた赤ちゃんから、明日お亡くな

りになるかもしれない高齢の方々までがい

つでもどこでも学べる社会が生涯学習社会

というわけですね。 
そこで、調べてみたのがこの図なのです。

平均的な日本人夫婦のライフサイクルの変

遷。この上の図は、大正期、大正の９年１

９２０年の夫と妻の結婚してからの一生で

す。夫が２５で結婚し、妻が２１.２歳で結

婚する。第一子が、長子が誕生するのが、

夫が２７、妻が２４くらい。末子の誕生が、

末子が何と５人なんですね、これ平均なん

です、夫４０くらい妻が３６くらい。長子

が結婚するのが５２歳、夫だけにいうと、

夫が定年するのが、５５歳なんですね。こ

のときに初孫が誕生します。その時妻は５

０.１歳。この時代ですから、大正の１９２

０年くらいですから、夫の定年って言って

も第一次産業に従事している方は定年がな

い。だけども農協だとか国鉄だとか今で言

う一部上場企業なんかもありましたから、

役場の定年も５５でした。今皆さんが５５、

この時代の５５になったと想定してくださ

い。特に男性。「さあ、５５まで元気でやっ

てこれた。これも、女房のおかげだろう、

だからこれから福岡に温泉旅行でも行って

女房を慰労してあげよう」なんて計画立て

ているうちに、あっというまに６年が経っ

て旦那が死んじゃうんです。ここ笑ってい

ただきたいとこなんですが。だから今日み

なさんのお顔をみて先にこれやっちゃおう

と思ったんですね。夫が死ぬとだいたい奥

さん喜びますよね？だからここピンクにし

てあるんです。結婚直後も新婚だからピン

クなんです。だんだん色が濃くなっていっ

て、夫が死ぬとピンクになって喜ぶ。喜ば

ない人もいますけど、「あぁよかった、旦那

が死んで長生きできるわ」と思ったら、実

はこの時代、たったの４ヵ月後に奥さんも

後追いしているんです。だから昔と思うか

もしれないけれども、実は、８９年前の話

なんですね。これが平均的な日本人のライ

フスタイルだったんです。結婚ができたら

ですよ、結婚ができたら。何言いたいかっ

ていうと、この後の人生ないんですから、

市長さんが困るような「要介護認定」って

この時代ないんですよ。要介護がないと同

時に「生涯学習」という概念もないんです。

つまり、働いて、働いて、コロッと死んで

くれたんですから。だから世の中負担がな

かったっていうことです。ところがその後

どうなったかというと、２００３年、夫の

結婚が遅れ、妻の結婚が遅れ、第一子が誕

生するのが３１くらい、末子、実は末子っ

ていうのは２人いないんですけど、１.３７

くらいですから。一応平均２人だとします。

夫の定年がたったの５年しか延びていない

んです。それで、ここで逆転現象があって、

長子の結婚は、夫の定年後初孫誕生も定年
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後、ここで死んでくれればよかったんです。

ところが、夫の寿命が１８年延びて、平均

的に８０くらいです。妻がさらに８６くら

いまで。こういう時代ですから、第２の人

生、第３の人生が、こんなにあるんです。

これを自治的に主体的に元気で生きてもら

って、気がついたらコロッと死んでくれた

と、ここも笑っていただきたいんですが、

そうしないと財政がもうもたないんですよ。

わかりますよね？だから長野県なんかで

「ピンピンころり」なんて言葉ができるわ

けです。それをするのは誰か？やっぱり自

分たちなんですよ。ところが、これだけ長

生きできるようになってきたんです。実は、

WHO というところで、毎年発表していま

すが、連続１４年間世界１の長寿国なんで

すよ。長寿国って聞くといいですよね、だ

けど、高齢者国って聞くと何か暗くなっち

ゃう。問題は高齢者が元気な世の中であっ

てほしいということなんです。だから、生

涯に渡って学び続ける社会にしていきたい。

スポーツでもいいし将棋でもいいし、漬物

つけでもいいし、その漬物の技術だって子

どもたちにとっては、立派な学習素材にな

るんですから、生活科や総合的な学習の時

間で、先生が取り入れてくれさえすれば、

地域のおばあちゃんたちが、学んできた成

果、それを生かすことができる社会、これ

が生涯学習社会だと私たちは思って推進し

てきたんです。 
だいたいわかっていただけたかと思いま

す。だから今言ったようなことは、時代の

変化が生涯学習コミュニティづくりを要請

しているんだ、特に大人の方々に要請して

いるんだということですね。肝心なのは子

どもたちにとってどうかということが同時

に地域ぐるみで子育てが必要な時代なんだ。

つまり、少子化と核家族化がどれくらい進

展してきたかというのがこちら側の図なん

ですね。この時代は、大正の時代は１世帯

平均６～７人くらいの家族があっただろう

ところが、現在は、去年の３月の発表で２.
４３人に家族が減っちゃったんです。上限

とって３人だとします。３人の一人が小学

生だとします。残りの二人はお父さんとお

母さんだとします。そうすると、子どもが

家で会話できる大人は何人いますか？たっ

たの２人になります。そのうちお父さんが、

もしサラリーマンで、しかも猛烈サラリー

マンだったとすると子どもが起きた時間に

はお父さんはもういません。お父さんが帰

ってくる時間には子どもはもう寝てるとし

ます。そうすると家で子どもと会話できる

のは、お母さんだけになります。しかも、

５階建て、１０階建て、最近は２０階建て

のような、コンクリートジャングルのマン

ションに住んでいたら、お母さんだってノ

イローゼになるかもしれません。たった１

人の子どもを夫が喜ぶように学歴が高くっ

て、みんなから素敵な子どもねって言われ

るようにしたいと思って必至になって１人

の子どもにお母さんだけがかかわっていこ

うと思ったら、場合によってはお母さんは

ノイローゼになるかもしれません。そうい

う家族形態が現代社会なんですね。子ども

は一生懸命お母さんの期待に応えようとし

ます。小学校にあがります。小学校は学級

担任制ですから、朝から、晩までその担任

の先生１人としか大人とは会話しないかも

しれません。その先生と気が合わなかった

らどうでしょう？または、その先生が褒め

てくれる先生じゃなかったらどうでしょ
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う？たったの２人としか１日のうちに大人

と会話しない環境かもしれないんです。こ

れは平均ですから、そこで筑後市をちょっ

と調べてきました。筑後市は何人くらいだ

と思われます？１世帯平均。こういうのは

市長さんに聞いた方がいいのかな？データ

が平成６年から出ていたんですね。１４年

前。平成６年の人口が４５，１０２人、世

帯数が１３，０３２世帯で一世帯平均３.４
６人が筑後市。これが平成２１年の１月現

在人口が４８，６１２人、世帯数が１６，

７１３世帯、そろばんのできる方はパッと

計算、２.９１人なんです。どう思われま

す？地方だし、こんなのは都会の話だろう

って思われる方多いと思うんですけど、実

は日本全国同じなんですね。このことを基

本的に全ての大人が僕は認識する必要があ

るんじゃないかというふうに感じています。

大人にとってももちろんなんですけど、い

きいきとして生きられる社会なのか、金だ

けが重要ではなくて、心のつながりあいを

家族だけではなくて、隣近所と持てるのか

持てないのか、口だけで時代を担う子ども

たちといっていいのかどうか、本当に子ど

もたちが誰かに褒められて自尊感情を高め

たり、どんな人とも折り合いをつけたコミ

ュニケーション能力をもてるのかどうか、

こういう現実にまず数字のうえであるとい

うことにお互いが共有する必要があるんじ

ゃないかというふうに思います。とは言っ

ても、こちらはそうではないと思いますが、

地縁もほとんど難しい、血縁もほとんど難

しい、そういう中で私たちが発見してきた

のは、子どもの縁とかいた、「子縁」なんで

すね。子どもの数が少ないがゆえに、お子

さんがいない若夫婦にも、子どもの価値を

知ってもらいたい。孫と同居してないがゆ

えに、地域の孫と触れ合える高齢者を増や

したい。そうしないと、子どもと関係ない

大人がどんどん増えちゃったんです。だか

ら運動会の１週間くらい前に運動会の練習

を始めると電話がかかってきて「うるせぇ」

そういう大人が増えちゃったんです。子ど

もの声が未来なんだってどうして言える大

人に我々がならなかったのか？自分の子ど

もであろうが、他人の子どもであろうが、

やはり財産なんだ。そう思える大人を我々

は作らなければならない。そう考えて活動

してきた中で、私たちは「子縁」という考

え方に行きついたんですね。だから特に子

どもを、僕は冒頭で幸いにも 3 人持つこと

ができた。幸いなんですよ。持ちたくても

もてない、持つことができない何らかの事

情で若夫婦もいるんですから、地域コミュ

ニティにはいるんです。そういう方にとっ

ては PTA というのは圧力団体なんです。

「何よ子どもがいるから偉そうに」って、

そういう団体なんです。しかも、嫌だ嫌だ

と言ってやってる団体なんで怪しい団体な

んですから。だから僕らは子どもがいる人

はもちろんなんですけど、何らかの事情で

子どもを持たない若夫婦や、子や孫もいな

い、または同居していないお年寄りなどに

も、適用して地域社会でさまざまな人をつ

なぐ縁として子どもの縁を生かしてきたん

です。そういう場所として、どうも小学校

が一番いいんじゃないか、だから校庭にわ

ざわざ「ビオトープ」と言って池や田んぼ

もつくったんですが、休日になると、こん

なふうに誰にも言われないで、子どもたち

がやってきて第２の公園のように学校に集

まってくる。この横には、ベンチもつくっ
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ているんですけど、そこでバーベキューを

したり、お父さんたちは青年会費を集めて

「アレの会」と言っているんですが、学校

の敷地の中なので、ちょっと遠慮がちに「ア

レ」と呼んでるんですね。ご理解ください。

そういうのをしょっちゅうやっています。 
休日にどんなことをやれるのか、実は学

校というのは災害時の避難所なんですね。

避難所に指定しているのは市長なのです。

教育長でもないし、学校長でもないんです。

ということになると、３６５日夜中に、阪

神淡路大震災は実は９７年の１月１７日の

早朝５時過ぎですから、命からがら学校に

避難したんです。ところが早朝なので、鍵

が開いていないので、一部の阪神の方々は、

学校の窓を割って入ったんです。ところが、

窓を割って入ったものだから、真冬のその

日の夜から凍えてしまったんです。つまり

日常的に子どもがいようが、今いる学校が

避難所なんだよねっていうことを地域の人

が知らないと、避難所として、使えないと

いうことです。それを私たちが学んだので、

毎年夏休みに入った直後に、学校に一泊し

て、防災被災訓練を兼ねた一泊キャンプと

いうのをやっています。それも父子主体で

やります。なぜ父子主体でやるかというと、

例えば夕食の買い出しから夕食づくり、ナ

イフを使って子どもに教えるのもお父さん。

キャンプファイヤーの準備もお父さん、テ

ント張るのもお父さんと子ども、「ヤキヤ

キ」なんて言って魚やいてるんですが、こ

ういう準備もお父さん。何でお父さんかっ

ていうと、さっき申し上げたように１世帯

平均の子どもの数が少なくなっているから

基本的にお母さんが何でもやっちゃうんで

すね。つまりお父さんをお客さんにしちゃ

うんです。それではお父さんがお父さんと

しての主体性がつかないということで、で

きるだけお父さんで、父子主体でキャンプ

をやるようにしています。学校は避難所だ

から、泊まった方がいいんです。雨が降っ

たら、場合によっておなかが痛くなったら

すぐに家に帰れますし、校医さんというの

がいますから、事前に連絡をして、何かあ

ったらよろしくお願いします。どっかに連

れていってキャンプするのもいいんですけ

ど、けっこう大変ですから、でも学校だっ

たら、気軽にできる。こんなことを学校で

やっています。 
避難所なんだから、「阪神淡路大震災で何

が大変だったか？」って聞いたら、やっぱ

り水が大変だったっていうんですね。飲み

水はすぐくるんですけど、やっぱり一週間

も泊ってると洗濯物洗いたいとか、できれ

ばお風呂に入りたい、じゃあ学校に井戸ほ

ろうってことで、幸い千葉県には「上総」

っていう地域があって「上総掘り」ってい

う井戸堀の伝統工法があるんですね。今は

博物館に道具は入っていますが、それをみ

んなで勉強して、みんなっていうのはお父

さんたちが勉強して、夏休みに上総掘道具

を自分たちでつくって、そして、子どもも

一緒に井戸を掘ったんです。４８メートル。

このときのキャッチフレーズは「１人２セ

ンチ２００人、みんなで掘れば４０メート

ル。」２センチっていったら、何か掘れそう

でしょう？どうやって掘るかわからなくて

も。延べ１，０００人集まって４８メート

ルで水が出ました。「ポレポレとんぼ井戸」

という名前で、現在でも使われています。

ただし、埋立地のためか、あいにく塩分が

２％入っているんですね。海水はだいたい
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５％～６％くらいだそうですが、塩分が

２％入っている。実は塩分がなければ、さ

っきの「ビオトープ」っていう池にいずれ

ホタル飼いたい、そんなふうにも思ったん

ですが、防災井戸としては使える。そうす

ると、夏に子どもたちドラム缶に水入れて

ですね、ドラム缶風呂なんかで遊ぶんです

ね。学校がさながら遊園地みたいな感じ。

ちょっと見にくいというか、あまり見せち

ゃいけないと思ってこいつがですね、ふる

ちんなんですよ。東京からたった４０分の

とこですよ。一種のドーナツエリアの新興

住宅地。ちゃんとね、わかるんですね。パ

ンツ脱いで、パンツ汚れるとお母さんに怒

られるとかいいながら、脱いだら汚れない。

賢い！ 
もう１つは、校庭や体育館はどこでも解

放されているんですけど、やっぱり、もっ

ともっとまち育てに使えるようにしようと

いうことで、総合型地域スポーツクラブっ

ていうのを２００１年につくりました。こ

れは中学校区まで拡大させてつくりました。

なぜ、中学校区に拡大させたかというと、

習志野市はスポーツ指導員という資格制度

を昔から進めているんですね。ですから人

口が中学校区だったら多いし、学校数が４

つありますから体育館が４つ使える、校庭

が４つ使える。ということで、中学校区ま

で拡大させて。この趣旨というのは、学校

にみんなが集って、勝ち負けにこだわらな

い。そして、老若男女、みんなが健康なま

ちづくりをしよう。だから既存スポーツも

やるんですが、特に重要視しているのは、

お年寄りの健康体操とか、それから普段な

かなか出て来にくい主婦の方々も含めた女

子サッカーとかですね、ニュースポーツと

いうのを主に取り入れて、勝ち負けにこだ

わらない。どうしても既存の種目別スポー

ツは、勝ち負けにこだわっちゃうんです。

勝ち負けにこだわると、実は、うちの子ど

もがそうだったんですが、上の子と下の子

は小学校のときからミニバスケットをやっ

て、中学校でバスケット、高校でもバスケ

ット。ところが真ん中の子は、さっき言っ

た長男ですね、孫が「裕くん」と言ってく

れる、あの子はどんくさくてですね、どん

くさいっていうと怒られるな…要するに、

レギュラーになれないんですよ。中学校に

あがって機会があったからバスケットの試

合見に行ったら、やっぱり正選手じゃなく

て、ベンチウォーマー、ベンチで応援して

るんです。家に帰ってきて「おまえ試合で

たいか？」ってきいたら、「でたいよ」って。

「だけど、○○ちゃん、○○ちゃんたち上

手だし」って。そりゃ上手ですよ。小学校

のときから同じに上がってくんですから。

だから何とかベンチで応援している中高生

なんかも地域で輝く場面をつくりたい。前

から思ってたんです。そしたら『地域総合

型地域スポーツ』っていうのを文部科学省

がすすめてるっていうんで、スポーツリー

ダーと話をしてつくったのが、これなんで

す。そうすると、卓球もやってるんですが、

卓球見に行ったらですね、中学校の卓球部

の子たちがやってきて卓球やってるんです

けど、「岸さん、見てごらん。あの子卓球で

はリーダー(選手)になれない子なんだよ。」

だけど、小学生とやってるものだから、小

学生にとってはお兄ちゃんなんです。卓球

技術も上なんです。だから、小学生がお兄

ちゃんお兄ちゃんって言って慕ってくれる。

お兄ちゃん、お兄ちゃんって言われた中学
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生も年下の子どもをかわいいと思う。これ

が異年齢交流のいいところなんですね。こ

れはなかなか学校ではできにくいんです。

だから学校の施設は借りるけれど、地域の

みんながそういう場面をつくることは可能

なんだ。そういうことなんですね。大切な

のは、スポーツ文化と室内系文化というの

をとかく分けているんです。スポーツも文

化、室内系の公民館でなさるような、音楽

だとか、そのほか将棋でもいいんですけど、

そういったものも文化。だから一緒にやろ

うという考え方が大切です。これはリーダ

ーの問題です。スポーツも室内系も考え方

は一緒にやっていこう、なぜいいかという

と、子どもにとっては経験がないだけに、

サッカーが好きなのか将棋が好きなのかま

だわかりません。大人の都合でサッカー部

に入れって言って入れてみたり、スポーツ

ウエアとスパイクも買ったんだから、途中

でやめたいって言ってもやめるなって。こ

れは大人の都合ですよ。だから、我々の考

えは、今日はサッカーやってみよう、明日

はおじいちゃんと将棋やってみよう、明後

日はおばちゃんとテニスやってみよう、明

明後日は陶芸やってみよう、いいじゃない

か、いろんなものを子どもが経験して、そ

して「あ、僕はサッカーが好きそうだ」「将

棋が好きそうだ」って。子ども自身が主体

的に決めるということが大切なんですね。

大人の都合で決めることではないというこ

と。まして、子どもの数がどんどん減って

くると、大人の都合で子どもを取り合いま

すから。大人の都合で子どもを取り合うん

でなくて、大人ができるのは、さまざまな

場を提供するということ。そして、提供さ

れたことを、子どもたちが経験をして、子

どもが決定するということ。そうでないと、

主体的な子どもにはならないんじゃないか

というふうに思います。 
そこで、だんだん、十数年やってくると、

どういう結果がでてくるのかというのがわ

かってきます。私は大学でも少し教えたり、

研究者との交流があるので、「見える学力」

と「見えない学力」と言っていますが、「見

える学力」は学力テストです。簡単に言え

ば。今、日本全国、３年前から始まった全

国統一学力テストという点数で、某何とか

府の知事などは、「何で２年連続４５番なん

だ！教師は何やってんだ！教育委員会何や

ってんだ！」って学力ばっかりですよ。だ

けど、今は“３”かもしれない、だけど、

僕は前向きに生きていきたい、そしてそう

だ本当に勉強しなきゃだめだ。そう思った

とき、そのときが、例え３０だって４０だ

ってそのときに学べるような、前向きに生

きる力、これが僕は「見えない学力」だと

思いますが、こっちの話が全然ないんです

よ。そこでこれに焦点をあてて、秋津では

大学の先生と一緒に調査しました。つまり、

「学者融合」といっていますが、授業に年

間延べ２０，０００人参加する、さっきの

コミュニティルームという施設に年間延べ

１０，０００人が集う。合計３０，０００

人の大人と触れ合う大人たちには、何らか

の効果があったんじゃないか。第７中学校

というところに、秋津小と隣の小学校と次

の小学校の３つが通うんで、中学生にきい

たら比較できるだろうということで、聞い

たのがこれです。小学生のときに放課後や

休日に小学校へ行った１年間の平均回数、

秋津小学校の子どもはダントツに多いんで

す。隣の学校は２分の１、さらにこっちの
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学校は４分の１なんですね。つまり、小学

校が自分の居場所になってたかどうかって

ことです。 
今中学生だけど、「放課後や休日に卒業し

た小学校へ１年平均何回くらい行きます

か」って聞いたら、同じ比率なんです。中

学生になっても自分の母校の小学校へ行っ

ている比率が秋津に比べて２分の１、５分

の１なんです。つまり開かれた学校という

のは中学生になっても継続できるんですね。

意識が。 
じゃあ、さらに高校になったらどうかと

いうことで、今度秋津小を卒業して、秋津

にすんでいる高校生男子にききました。「今

の自分が好きですか？」つまり自尊感情に

関する「そのとおりだ、好きだ」「どちらか

と言えば好きだ」この両方で秋津の高校生

は、特に男子高校生ですが、５０％あるん

です。他地域、実は他地域、言いにくかっ

たのですが他地域というのは実は横浜市、

川崎市と福岡県の小郡市の高校生の男子で

す。この３つとも進学校です。学力は高い。

そこの地域の高校生たちは、「そのとおり」

「どちらかと言えばそう」この両方足して

も秋津に及ばないんですね。 
今度はコミュニケーション能力に関する

ことです。「友達が話してるとこに気軽に参

加できますか？」秋津は「そのとおりだ」

「どちらかと言えばそうだ」が高いんです

ね。下に比べて。 
じゃあ「学校行事に積極的に参加してま

すか？」つまり、現在通う高校への適応能

力です。秋津はやっぱり高いんです。かな

り高いんです。 
じゃあどういう家庭環境で育っているん

だろう。お母さんは私のこと、つまり「子

どものことを褒めてくれる」と子どもが言

ってるんです。秋津の方は、倍ぐらいです

ね。「よく褒めてくれる」「どちらかと言え

ばそうだ」。「そうではない」はゼロなんで

すね。 
じゃあお父さんはどうか。「お父さんは私

のことをよく褒めてくれる。」やはり秋津が

倍くらいあるんです。これみて、私は思う

んですが、お父さんも自分の居場所を学校

に設けているので自分なりの活躍場面があ

る。だから、当然家に帰れば子どもとの会

話が増える。お父さんと子どもが仲良くし

ていれば、お母さんも喜ぶ。だからお母さ

んもよくなる。そういう、良いこと循環の

結果なんじゃないかというふうに感じます。 
というように、つまり、さまざまな問題

を、中学校だ高校だへと、先送りしない。

かつて言われていた「三つ子の魂百までも」

ということが、どうもやっぱり地域ぐるみ

で、小学校時代に、幼少期に行うことが、

大切なんじゃないか。可能にするんじゃな

いかって私は感じるようになりました。ま

だ仮説というのは、調査データが少ないも

のですから、今後も、もっともっとやって

いこうと思っているので、でもそういう傾

向があるということです。 
そこで、じゃあどんなメリットが学校に

も出てきたかというと、授業内容が充実す

る。それから、不登校児がゼロになった。

実際いないんですね。それから、「見える学

力」、点数なんですが、学校の資料では、「知

的理解力の高い子ども」が多いというふう

に書いてあります。私立や国立中学への高

い進学率、２００５年のデータですが、全

５６人の卒業生のうち８人が私立や国立付

属中学に行った。それから、何よりも先生
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にとってうれしいのは、秋津小学校区が、

安全で安心な校区になってきたということ。

先生のメリットとして、放課後や休日に出

勤する必要はないし、夜間の電話がない。

これは、転校してきた先生がおっしゃって

いたことです。 
それをデータで表すとこういうことなん

ですね。習志野市には１６の小学校区があ

りますが、その中で秋津地域は犯罪が下か

ら２番目に低い地域です。この色を付けた

ところが中学校区ですね。何と我々にとっ

て１番うれしいのはここなんです。一般的

にニュータウンというのは、１回子どもが

外に出ると、戻ってこないんです。だから

高齢化しちゃって、幼稚園、保育所、小学

校が統廃合でなくなっちゃう。だから住ん

でいる人が多いと、それから５階建てのよ

うな集合住宅の建物も老いてくるので、２

つの老い問題っていうんですね。昭和３０

年頃にわぁっと建てたマンション系の団地

が、今日全国で約百万戸くらい、大変な時

代に入っているんです。都市問題なんです。

そういう秋津でありながら、開校４年目に

児童数が最大で１，１４８人いました。と

ころが、他のまちと同じで、坂道を転げ落

ちるように、どんどんどんどん子どもの数

が減って、最底が２００３年度で、３１９

人まで減ったんです。ところが何と、この

翌年から児童数が増え始めて、この後２年

今年まであるんですが、連続６年間約３５

０人平均で続いているんです。さらに、５

年後のデータまで調べてみたら、だいたい

今と同じ５０数人の入学が見込めるので、

私は「サスティナブルタウン」と呼んでる

んですね。持続可能、まちが持続するには

子どもがいなきゃいけない。だから私の孫

が、子どもたちが秋津に戻りたいと帰って

きたことが、本当にうれしいんです。本当

にうれしいんです。そういう魅力をどうや

ってつくるか、それは１人の先生だけでは

できないんだ。 
行政にとってのメリットというのがある

んですが、秋津小学校コミュニティルーム

は年間１０，０００人も使っているにも関

わらず、行政支出は年間たったの３０，０

００円です。水道光熱費は学校のメーター

なので、行政に持ってもらっています。特

に今日、市長さんがいらっしゃるので、こ

のあたりは強く主張しておこうと。あと、

住民自治による生涯学習が推進できている。

学校の避難所機能を住民自治で向上させて

いる。放課後子ども教室を秋津コミュニテ

ィが自主運営している。そのほかいろいろ

あるんですが。 
こういう考え方を僕らは「融合」と呼ん

でいます。これは実は非常に大事なんです

が、今まではどちらかと言うと「連携」な

んですね。これは真ん中がくっついていま

せん。ですから、学校が困っているので助

けて下さい。学校を助けるのはいいんだけ

れども、必ずしも地域の人にメリットがな

いので、または、保護者にメリットがない

ので、自分の子どもが行ってる間はいいけ

れども、子どもが卒業したら、学校へ行か

なくなっちゃうんです。僕はビジネスマン

なので、こういう関係性を「物的、人的な

資産の交換の状態」と言っています。交換

の状態ですから交換バランスが一方に偏る

と、長続きしなくなっちゃうんですね。世

の中の現象をこういう関係性でみてみると

よくわかります。３年前くらいに、北海道

の銘菓の「白い恋人」というお菓子が、賞
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味期限切れを売って、ペケになりましたよ

ね。つまり、「自分だけよけりゃいいんだ。

お客なんて知ったことじゃねーや。」ってい

う関係性だと、日本のような自由主義陣営

だとどっかでばれちゃうんです。従業員が

告発したそうですが。同じ年にお伊勢参り

の「赤福」っていうお餅が駄目になりまし

たよね。あれも、賞味期限切れを売ってた。

僕ら秋津コミュニティのおじさんと当時笑

いものにしたんですが、「赤がだめで、白が

だめなんだから、運動会できないね」なん

て。冗談言ってたんですけど。どういうふ

うに僕らやってきたかというと「融合」と

言います。学校が困っていることで、地域

の人がやりたいことを一緒にやりましょう。

だから、自分の子どもが世話になってるか

ら手伝おうと思ったことはこっちと一緒で

すが、自分がサッカーをやってみたり、ま

たは、パソコンができるお父さんがパソコ

ンクラブに子どもと一緒にやってみたら、

自分の子どもが卒業しても卒業しなくなっ

ちゃうんです。だからこれを「物的人的な

資産の共有や共同の状態」と言っています。

つまり、初めから相互にメリットを仕組む

ので、長続きするんですね。こういう考え

方が大切です。これを「融合の発想」とい

うふうに私は名付けています。 
最終的に我々がやりたいことは、スクー

ルコミュニティづくりなんですが、目標は

２つあります。誰でもがいつでもどこでも

学べる生涯学習のまち育てに寄与する学校

をつくること。もうひとつが誰でもが安全

で安心に学び働き暮らせるノーマライゼー

ションのまち育てに寄与する学校をつくる

こと。究極の目的は、まちのソーシャルキ

ャピタルを上げていくということなんです

ね。ちょっと専門的で申し訳ありません。

ソーシャルキャピタルというのは、自主的

な学びだったり、安全で安心な地域だった

り、働きやすい学校だったり、健康だった

り、住民自治だったり、相対としてのまち

の魅力を高めることなんです。そのことに

よって、若者家族が U ターンしたがったり、

I ターンしたがったり、まちをつくること。

その核に私は小学校がなるんだというふう

に考えています。 
そろそろ、終えたいんですが、実は我々

がやってきたことを、国が後押ししてるん

ですね。法律を変えて。生涯学習コミュニ

ティの育成が、実は国の最大の教育目標な

んだということです。２年前に改正された

教育基本法には、第３条に生涯学習の理念

というのがあります。ここには、こうあり

ます。「あらゆる機会に、あらゆる場所にお

いて、学習することができ、その成果を適

切に生かすことのできる社会の実現が、図

られなければならない」図られていないか

ら図られなければならないなんです。この

あらゆる機会というのに、小学校の授業を

当てはめています。あらゆる場所というと

ころに小学校の全ての施設を当てはめます。

これができるんです。第 3 条がどれぐらい

上位かと言うと、第１条が教育の目的、第

２条が教育の目標、ついで第 3 条ですから、

その後に教育の機会均等、第５条に義務教

育、第６条に学校教育、第１７条に社会教

育などがあるんですから、国の意思は生涯

学習社会の実現なんですね。学校教育や義

務教育は、その後なんです。これが上だ下

だではなくて、それくらい日本の時代が変

わってきたということをまず知っていただ

きたいということです。 
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実は学校教育法も変わったんです。それ

に伴って。生涯にわたり学習する基盤が養

われるようにって、小学校の条文に入って

いるんです。だから、小学校の先生方も、

地域の方々も一緒になりながら、現在の子

どもも生涯学習の主体者であるというふう

に考えなければいけないんです。 

とにかく今先生って大変だということを

申し上げたいんです。例えば、通学や帰宅

途中の事故の責任はどこにあるでしょう

か？『独立行政法人日本スポーツ振興セン

ター法』というのがありまして、学校の管

理下での傷害保険対象が規定されています

が、学校管理下には授業中など、４点の範

囲があり、その中に、通学途中も入ってい

るからです。つまり、公立義務教育小中学

校は、自宅から学校に行く、学校から自宅

までが保険対象として学校の責任とされて

いるんです。だから、先生は大変なんです

ね。現実にマキシマム４０人学級ですから、

だけど、４０人の子どもを担任ひとりが、

安全に家から来てるかの確認安全に学校か

ら家まで帰ったかどうかの確認ってどう考

えたってできないですよ。 

さて、なんで、学校や家庭地域が一緒に

なってやんなきゃいけないかという典型的

な例の１つですが、これは文科省が行った

全国学力テストの去年のデータの中の一部

です。これは中学生です。朝食を毎日食べ

ていますか？国語の A でこちらが「食べて

いる、食べていない」国語の B「食べてい

る、食べていない」数学で A「食べている、

食べていない」数学 B で「食べている、食

べていない」つまり、朝食を家で食べてこ

ない子は学力が低い。明らかなんですね。

質問２、学校に持っていくものを前日か当

日の朝に確かめていますか？国語 A「確か

めてる、確かめてない」「確かめてる、確か

めてない」同じく低いんです。つまり、家

庭が悪いと言っているんじゃないんです。

明らかにそういう中学生の家庭環境なり、

地域環境でないと、つまりおせっかいおじ

さんやおばさんがいないと、明らかに学力

で下がっちゃってると。だからこそわざわ

ざ法律作っちゃったんですよね。教育基本

法１３条に学校家庭及び地域住民教育にお

けるそれぞれの役割と責任、相互の連携及

び協力に努めるものとする。ちょっと前ま

では、家庭に国が介入しませんでした。だ

けど先ほど、前のデータで示すように明ら

かに放っておいたら、子どもはほとんど難

しいんだ、だから法律まで変えて今取り組

んでいるんです。 

国の方も３５，０００人教員増やそうと

したんですけど、財務省が盛り込まなかっ

た。だから『学校支援地域本部事業』なん

ていうのを文部省が開始したんですが、そ

こで、だれでもができることの１つに、例

えば、秋津では学校の校庭の花壇、ご自分

が楽しみとしてこれる人はやりませんか？

またはクリーン運動と言ってますけども、

学校の周りのゴミを子どもと一緒に拾って

歩く、こういうことだったら誰でもできる

と思うんですよね。そういうことから学校

の協力者をたくさん増やしていく、そして

先生は本来の授業に集中してもらう。この

ことが、今学校の応援団をつくることの大

切なことじゃないかと私たちは思っていま

す。パソコンを学びたいお父さんたち、お

じさんたちは、パソコン技術を一緒になっ

て地域の人たちと学べば、学校の広報誌な

んかもつくることができます。先生の負担
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が減ります。こうやって合同運動会も地域

でやれば、子どもが卒業したお父さんたち

も輝くことができます。環境学習教材も地

域がみんなでこうやってつくったんですね。

これ校庭です。畑の敷地も借りればお父さ

んたちおじさんたちの活動場所になります。

地域の顔と名前が一致する人が学校に入っ

ていれば、学校の安全も実は確保できるん

ですね。コミュニティルームをさまざまに

使うことができる。卒業生のクラス会やっ

たり、お祭りに合わせて一教室を改造して

お化け屋敷やったり、いろんなことができ

ます。先ほどの防災被災訓練を兼ねた一泊

キャンプも実際に防災倉庫の備品を出して、

豚汁うどんをお父さんたちが作ったり、「ナ

イフの使い方はこうやるんだぞ。他の使い

方しちゃだめだぞ。」なんていいながらです

ね、ナイフ使っている。簡易トイレという

のが防災倉庫にあって出したんですね。飾

ってたら誰かが夜中におしっこしちゃって。 
コーディネーターをつくるうえで、どう

いうことが大切かっていうことですが、要

するに関わってほしい相手の立場や思いを

慮ることが大切です。どうしても自分の思

いが先に先行しがちなんですが、声かけた

相手はどう思うだろうか、それが大切だっ

てことですね。秋津でできた、いくつかキ

ーワードがあるんですが、まずできる人が

できるときに無理なく楽しく、どうしても

ですね、学校と関わるとなると緊張しちゃ

うんです。だから、できない人ができない

ときに無理をして楽しくない。そういう関

わりを秋津もしたことがあったので、そう

では駄目だと、本当にできる時間帯なのか、

無理がないか、そのようなことを考えなが

らやっていくことが大切なんです。何より

も楽しくゆっくり私流でいいんだ、公共施

設を借りる場合は自主、自律、自己管理が

大切なんだ。自助、共助、最後に公助のま

ち育て。できることは自分たちでやろう。

助け合ってできることは助け合おう行政頼

みは最後の最後なんだという考え方です。 
やっと最後にきました。ご当地筑後市に、

エールを送りたいと思って、２つ大きく抜

き出しました。「子どもは社会の共通の宝

だ。」これは市長さんが言っているんですが、

「７年前に市長就任以来、一貫して子ども

は社会共通の宝という認識で子どもたちの

健全育成に取り組んで参りました。うれし

いことに子育て真っ最中若いママさんたち

の積極的な参加を得てこの７月市民と協働

による子育て支援拠点施設がお目見えする

ことになりました。」この文の後に続いてい

るんですが、「また長い間過疎化に悩んでき

た南西部で発想の転換を図って建設されま

した古島校区の市営住宅も一期分２０戸に

は学童５名未就学児２７名と私たちの予想

を超えて若い子育て世代の居住者が入って

いただきました。この事業には従来の発想

では考えつかないことでしょうが、建設敷

地の確保に地元主導で積極的にご協力いた

だきました。自分たちのふるさと活性化を

自分たちの手で図りたいという郷土愛その

ものだと考えます。」もう１つは「市民と協

働を一層推進する」と断言されているんで

すね。「私たちを取り巻く現状は決して容易

なものではありませんが、大胆な発想の転

換を図り、市民の皆さんとあい協力して協

働のまちづくりを進めていくことが、次の

時代を切り開くベースだと思います。その

ためには、市職員全体がひとり一人積極的

に地域と連携を深めることがいかに大切か、
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現状意識からの思い切った脱却を促したい

と思います。」これ１月の議会での市長さん

のごあいさつ、ホームページに書いてあり

ました。私は素直に大変重要なことなんじ

ゃないか、私たちは学校、教育委員会、そ

れから習志野市の市長部局それらと協働し

ながら、僕らの言葉では融合と言っていま

すが、協働しながら小学校を核にして拠点

にしたまち育てを今までやってきました。

そのことをまさに筑後市では推進されよう

とされておりますので、大変うれしく感じ

ています。 
残る時間を、口で言っているけれども、

具体的にどんな実践なのということで、

DVD の映像を見てもらいたいと思います。

この DVD の映像はテレビとかではなくて、

日大芸術学部映画学科のお嬢さんが１年間

秋津に通って、卒業制作で作った映画なん

ですね。約１５分なんですが、見ていただ

きたいと思います。 
 
～DVD より～ 
今日の社会問題として、少子化や高齢化

社会核家族化など、さまざまな問題があり

ますが、これから生きていく人々は何が重

要となっていくのでしょうか？そこには居

場所というものが大きな意味をもってくる

と思います。 
千葉県習志野市秋津小学校では、地域の

方々に小学校を共用、開放して生涯学習の

できる秋津コミュニティという任意団体が

あります。チャ・ユッチャさんです。チャ

さんは秋津の住民の方で、放課後水彩画教

室を開いています。この水彩画教室も秋津

コミュニティのひとつです。小学生の教室

選びは学校で配られるプリントや廊下に貼

ってある貼紙で選べます。クラブではない

ので、強制ではなく参加は自由です。学校

にコミュニティをつくるといった動きは全

国で行われていますが、習志野市での９５

年の開始が先駆けとなって全国に広がって

いきました。 
「文科から委託されて、それの再委託で

秋津地域であそこをやってる。去年の実績

報告で、全国で２６か所でやってるんです

よ。今年は３０。」 
秋津コミュニティでの馬鹿面踊り愛好会

や民謡サークルどんつく通学教室など、４

０ものコミュニティがあり、みなさん自主

的に管理運営をして活動しています。 
千葉県習志野市の秋津地域は１９８０年

に東京湾の埋め立て地に作られました。都

心まで約１時間という利便性をもったドー

ナツ圏域のベッドタウンです。ドーナツ化

現象はこのまちができて東京から大勢の人

が移り住んできた理由のひとつです。今こ

のエリアでも都市化現象が目立つようにな

ってきています。まちづくりコーディネー

ターであり、また秋津コミュニティを立ち

上げた岸裕司さんです。岸さんは都市化現

象の問題をこう考えています。「今秋津のま

ちと学校ができて、今年で２６年目なわけ

ですね、開校３年目に児童数が１，１４８

人いましたから、一番児童数多かったです。

それからもう毎年ずっと下がりっぱなしな

んですよ。一番底だったのが２００３年度

の３１９人それからは３年連続増え始めて、

今３５２人に今年はなってるんですけど、

いわゆるニュータウンと呼ばれながら、実

は３０～４０年経ってきているまちはです

ね、特に人工的につくったまちは何らかの

都市政策を２０～３０年目くらいにしない
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とですね、ただただ子どもが減って、子ど

もが減るということは幼稚園や保育所小学

校が統廃合になってなくなっちゃう。です

から、住んでいる人の老い問題と、それか

ら集合住宅の５階建てのマンション形式な

んかは建物も老いてくるわけですね。だか

ら２つの老い問題というのが、今日本全国

の大都市を取り囲むドーナツエリアってい

われる都市問題なんです。そのことに５～

６年前に気がついたもんだから、秋津では

１回まちを出た子どもたち社会人になって

出た子どもたちが結婚して子どもを育てる

なら秋津のまちがいいとそう思って U ター

ンできるようなまたは、秋津のまちで子育

てしたいと思う若い家族が I ターンでくる

ようなそういうまちと学校にしていきたい。

それは５～６年前から明確に意識を持って

取り組み始めたんです。何もしないとただ

少子化になっちゃうんです。」 
この学校には地域の人が先生となって教

える授業がいくつかあります。これは馬鹿

面踊り愛好会の方が教えている様子です。 
中学生の数学教室に来ている小林君です。

小林君は秋津小学校に通っていました。 
「最初は嫌だったんです。だんだん楽し

くなってきて。やっぱ楽しくて、ついつい

来ちゃう。大人と触れ合うと優しさみたい

なのが感じられてそれが自信になる」 
ここでの楽しさの追求は居場所をつくっ

ていく過程のように感じます。 
ここでは、子どもを何らかの縁結び役と

して大人同士をつなぐような新しい考え方

があります。それを「子縁」と呼んでおり、

子縁を通して小学校に来た方がいます。 
トウモトフサコさんです。「子どもを抱い

たことが韓国の男の子に会うまでなかった

んですね。柔らかいのも、こんなに軽いの

も、抱きしめると壊れちゃうのも、何にも

知らなかったんですけど、ここで知り合っ

た、こないだ写真撮ってもらったあの男の

子なんかを抱きしめる機会、何回も何回も

あると、やっぱりそれも癒しですかね。自

分が知らないその子たちの成長をこれから

見ていけるわけですよね。最初会ったとき

は、ニコリともしてくれなくて、敬遠して

た子が、次は手をだしてくれて、握ってく

れたり、そういう細いとこ乗るときには信

用して手つかまってってやってくれたりと

か、来るたびに表情の違うそういうのが好

きですね。なんていうか大人の遊園地みた

いな。大人の癒しの場所になっていますね。

怖がらずに一歩踏み出してみてください。

それで、人間関係っていうのはすごくしが

らみもあるけれども、得るものの方がずっ

と多いんで、深い付き合いを子どものころ

から深めていった方がいいと思います。」 
この学校では毎年５、６年生が、民謡サ

ークルどんつくの皆さんと運動会でそうら

ん節を踊ります。どんつくの皆さんは生演

奏を行っており、運動会で大きな見せ場と

なっています。 
どんつくの代表のニシオトキコさんにお

話しを伺いました。 
「練習はすごく大変だと思うんだけども

できるだけ練習苦しくてもやって、でもっ

て私なんかと合わせて、自分なりの最高の

ができたときには、うれしいだろうと思う

し、どんつくとしてもうれしいので、苦労

してもその先があると思うと一緒に気を合

わせるというのはいいと思うのでいつもそ

ういう気持ちでやってますけどね。」 
この学校には、子どもたちと大人の方と
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でつくった手作りがたくさんあります。こ

の稲は小学生と地域の方々とで育てたもの

です。 

「たまにちょっとね、休みたいな。ちょ

っとね、座りたいなと思ったときにふらっ

とここへ来られるのがここのいいところな

んです。行きたいときに安心してこられる

とこが、ここの狙いなんです。だから行き

場所なかったり、何か悩みがあったらおい

でおいでと、いろんな人がいるからいろん

な人と話もできるし、いろんな仲間もいる

から」 

この場所はビオトープと呼ばれています。

ビオトープとは植物を手入れをせずに自然

に育てたものです。１９９９～２０００年

にかけて子どもの居場所のために地域のお

父さんたちによってつくられました。これ

は井戸造りの当時の映像です。お父さんた

ちも汗を流して楽しんでいたそうです。こ

こではお父さんたちもたくさん活躍してい

ます。 

「生涯学習の団体なので生涯学習という

ものは誰かに与えられてやるものではない

からまたは明日で辞めればいいというもの

でもないし、極端に言って死ぬまで続けて

いいわけですよ。それと同時に一人ひとり

学びなわけだから、一人ひとり個性がある

ので、あることについて早く技を習得でき

る人もいるだろうし、その人より３倍も５

倍も時間がかかるかもしれない。つまり、

その人なりペースでいいということなんで

すよ。」 

「ここにくると男でも調理とかするのよ。

生きてくうえでのいろんな、調理したり掃

除したりいろんなことあるんだけど、修繕

したりそういうこともここの人たちに教わ

ったの。人間的生活になってきている。そ

れまで、仕事しか知らない。今ね、社会っ

て、すごく、世の中ってすさんでて精神的

に病んじゃってる人が多くてうちの会社も

そうなんだけど、来ない人多いのよ、会社

に。籍はあるんだけど。だけど、僕らなん

かも、ここ来るとそういう嫌なこと全部一

回リセットかかるのよ。また会社いけるの

よ。自分の好きなやりたいこと見つけるこ

とが第一義で、それが一番いいっていうの

を」 

ここの人はまず楽しむことから始めます。

楽しい空間に大人と子どもがいること。そ

のひとときから温かい場所が生れ、地域は

新しくなり続けています。みんなが主役な

のです。 
～DVD 終了～ 
 
どうもありがとうございました。 秋になると、運動会とならんで、秋津祭

りという大きなイベントがあります。午後

３時から始まりますが、地域の方々は午前

中から準備を始めます。 

２９年の新しいまちなので、正直申し上

げて筑後市のように、おそらく１０００年

以上も続いたであろう地域から、むしろ

我々は学んでいかないといけないと思いま

す。おそらく今までも子どもの数は減った

り、または転変地変などもあったり、それ

を乗り越えて何百年千年と続けてきた皆さ

んの地域ですから。私たちはみなさんから

秋津祭りは一度秋津を出た子どもや中学

生にあがった子どもたちの再会の場となっ

ています。お化け屋敷づくりの様子です。

お化け屋敷はお祭りの中でとても怖いと評

判です。 
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も学びながらこれから１００年後２００年

後に秋津のまちというのを伝えていく責任

があるかなというふうに感じています。今

日はどうもありがとうございました。 


